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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  外部から入力される制御信号に応じてサ
ンプリングクロック信号の周波数を変換させて出力する
ＰＬＬ回路手段と，
前記ＰＬＬ回路手段から入力されるサンプリングクロッ
ク信号によってコンピューター本体から入力されるアナ
ログビデオ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバ
ーティング手段と，
外部から入力される制御信号に応じて前記Ａ／Ｄコンバ
ーティング手段で変換されたデジタル信号をスケーリン
グしてディスプレイパネルに映像信号を表示するグラフ
ィック制御手段と，
前記Ａ／Ｄコンバーティング手段からビデオ信号が入力
され，その隣接するビデオ信号の差を算出し，算出され
た値を加算して第１比較データを生成するデータ生成手
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段と，
前記サンプリングクロック信号の周波数を変換させるた
めの基準データを有し，前記データ生成手段から入力さ
れる第１比較データを基準データと比較して最大値を検
出し，前記サンプリングクロック信号がそのときの周波
数を有するように制御し，コンピューター本体から入力
されるビデオモードの解像度を認識して全体システムを
制御するマイクロコンピューターとを含むことを特徴と
する液晶ディスプレイの画面自動調整装置。
【請求項２】  前記マイクロコンピューターは，前記第
１比較データと前記基準データを比較して大きい方の値
を次の基準データとして利用することを特徴とする請求
項１に記載の液晶ディスプレイの画面自動調整装置。
【請求項３】  前記サンプリングクロック信号の周波数
変換は，前記ＰＬＬ回路手段のデバイス特性によって異
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なることを特徴とする請求項１または２に記載の液晶デ
ィスプレイの画面自動調整装置。
【請求項４】  前記マイクロコンピューターは，水平同
期信号をレファランス値として設定し，前記レファラン
ス値に前記ＰＬＬ回路手段のデバイス特性によって決定
される値を乗算し，その乗算された結果値でＰＬＬ回路
手段がサンプリングクロック信号の周波数を変換させる
ように制御することを特徴とする請求項１，２または３
のいずれかに記載の液晶ディスプレイの画面自動調整装
置。
【請求項５】  外部から入力される制御信号に応じてサ
ンプリングクロック信号の位相を変換させて出力するＰ
ＬＬ回路手段と，
前記ＰＬＬ回路手段から入力されるサンプリングクロッ
ク信号によってコンピューター本体から入力されるアナ
ログビデオ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバ
ーティング手段と，
外部から入力される制御信号に応じて前記Ａ／Ｄコンバ
ーティング手段で変換されたデジタル信号をスケーリン
グしてディスプレイパネルに映像信号を表示するグラフ
ィック制御手段と，
前記Ａ／Ｄコンバーティング手段から入力されるビデオ
信号の水平ラインの始点と終点を検出し，そのときの値
を加算して第２比較データに出力するデータ生成手段
と，
前記サンプリングクロック信号の位相を変換させるため
の基準データを有し，前記データ生成手段から入力され
る第２比較データを基準データと比較して最大値を検出
し，前記サンプリングクロック信号がそのときの位相を
有するように制御し，コンピューター本体から入力され
るビデオモードの解像度を認識して全体システムを制御
するマイクロコンピューターとを含むことを特徴とする
液晶ディスプレイの画面自動調整装置。
【請求項６】  前記マイクロコンピューターは，前記第
２比較データと前記基準データを比較して大きい方の値
を次の基準データに利用することを特徴とする請求項５
に記載の液晶ディスプレイの画面自動調整装置。
【請求項７】  前記サンプリングクロック信号の位相変
換は，前記ＰＬＬ回路手段のデバイス特性によって異な
ることを特徴とする請求項５または６に記載の液晶ディ
スプレイの画面自動調整装置。
【請求項８】  前記マイクロコンピューターは，サンプ
リングクロック信号の可変範囲を３６０゜と設定し，前
記可変範囲をデバイス特性によって決定されたステップ
数で除算し，その除算結果決定された角度にＰＬＬ回路
手段がサンプリングクロック信号の位相を変換させるよ
うに制御することを特徴とする請求項５，６または７の
いずれかに記載の液晶ディスプレイの画面自動調整装
置。
【請求項９】  外部から入力される制御信号に応じてサ
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ンプリングクロック信号の位相及び周波数を変換させて
出力するＰＬＬ回路手段と，
前記ＰＬＬ回路手段から入力されるサンプリングクロッ
ク信号によってコンピューター本体から入力されるアナ
ログビデオ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバ
ーティング手段と，
外部から入力される制御信号に応じて前記Ａ／Ｄコンバ
ーティング手段から変換されたデジタル信号をスケーリ
ングしてディスプレイパネルに映像信号を表示するグラ
フィック制御手段と，
前記Ａ／Ｄコンバーティング手段からビデオ信号が入力
されてその隣接するビデオ信号の差を算出し，算出され
た値を加算して第１比較データを生成し，前記Ａ／Ｄコ
ンバーティング手段から入力されるビデオ信号の水平ラ
インの始点と終点を検出してそのときの値を加算して第
２比較データに出力するデータ生成手段と，
前記サンプリングクロック信号の周波数及び位相を変換
させるための基準データを有し，前記データ生成手段か
ら入力される第１，２比較データを各々の基準データと
比較して各々の最大値を検出し，前記サンプリングクロ
ック信号がそのときの周波数及び位相を有するように制
御し，コンピューター本体から入力されるビデオモード
の解像度を認識して全体システムを制御するマイクロコ
ンピューターとを含むことを特徴とする液晶ディスプレ
イの画面自動調整装置。
【請求項１０】  前記マイクロコンピューターは，前記
第１，２比較データと前記各々の基準データを比較して
大きい方の値を次の基準データとして利用することを特
徴とする請求項９に記載の液晶ディスプレイの画面自動
調整装置。
【請求項１１】  前記サンプリングクロック信号の位相
及び周波数変換値は，前記ＰＬＬ回路手段のデバイス特
性によって異なることを特徴とする請求項９または１０
に記載の液晶ディスプレイの画面自動調整装置。
【請求項１２】  （１）メモリに既設定された回数を初
期値として設定する過程と，
（２）外部から入力されるビデオ信号のうち，その隣接
するビデオ信号の差を算出し，算出された値を加算した
値である比較データが入力される過程と，
（３）前記比較データが既設定された基準データより大
きいかを判断する過程と，
（４）前記比較データが前記基準データより大きい場
合，前記基準データを前記比較データで置換して貯蔵
し，小さい場合，前記既設定された基準データをそのま
ま貯蔵する過程と，
（５）前記比較データが入力された回数をカウントする
過程と，
（６）前記カウントされた回数が前記設定された回数と
同じであるかを判断する過程と，
（７）前記カウントされた回数が前記設定された回数と
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同じである場合，前記基準データを利用してサンプリン
グクロック信号を制御し，前記カウントされた回数が前
記設定された回数未満の場合，前記過程（２）から反復
する過程からなることを特徴とする液晶ディスプレイの
画面自動調整方法。
【請求項１３】  前記過程（６）で設定された回数は，
前記サンプリングクロック信号を出力する手段の特性に
よって異なることを特徴とする請求項１２に記載の液晶
ディスプレイの画面自動調整方法。
【請求項１４】  （１）メモリに既設定された回数を初
期値として設定する過程と，
（２）外部から入力されるビデオ信号の水平ラインの始
点と終点を検出して，そのときの値を加算した値である
比較データが入力される過程と，
（３）前記比較データが既設定された基準データより大
きいかを判断する過程と，
（４）前記比較データが前記基準データより大きい場
合，前記基準データを前記比較データで置換して貯蔵
し，小さい場合，前記既設定された基準データをそのま
ま貯蔵する過程と，
（５）前記比較データが入力された回数をカウントする
過程と，
（６）前記カウントされた回数が前記設定された回数と
同じであるかを判断する過程と，
（７）前記カウントされた回数が前記設定された回数と
同じである場合，前記基準データを利用してサンプリン
グクロック信号を制御し，前記カウントされた回数が前
記設定された回数未満の場合，前記過程（２）から反復
する過程からなることを特徴とする液晶ディスプレイの
画面自動調整方法。
【請求項１５】  前記過程（６）で設定された回数は，
前記サンプリングクロック信号を出力する手段の特性に
よって異なることを特徴とする請求項１４に記載の液晶
ディスプレイの画面自動調整方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は，液晶ディスプレイ
の画面自動調整装置及びその方法に関し，より詳しくは
外部から入力されるアナログビデオ信号をディジタル信
号に変換させるとき、利用されるサンプリングクロック
信号の周波数及び位相を変換して最適の画面状態を維持
させる液晶ディスプレイの画面自動調整装置及びその方
法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般に，液晶ディスプレイ装置等，平板
ディスプレイ装置（Ｆｌａｔ  Ｐａｎｅｌ  Ｄｉｓｐｌ
ａｙ；以下ＦＰＤと称する）は，陰極線管モニタとは異
なり，軽量であり，薄く製造することができるだけでな
く，映像を歪むことなく，きれいに表示することができ
る長所があるとして，ノート型コンピューターをはじめ
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その使用範囲が拡大している。
【０００３】このようなＦＰＤが，既存のＣＲＴモニタ
環境のためのアナログインターフェイス環境を支援する
ためには，アナログ信号をデジタル信号に変換して処理
しなければならない。従って，アナログ信号をデジタル
信号に変換するために，クロック信号が生成される。
【０００４】この時，信号ソース（Ｓｉｇｎａｌ  Ｓｏ
ｕｒｃｅ）とクロック信号の位相（ｐｈａｓｅ）が正確
に合わないと，画質特性が悪くなるため，信号ソースに
変化が発生する度にサンプリングクロック信号の位相を
調整する必要がある。
【０００５】図７は，従来技術による液晶ディスプレイ
装置の画面状態を調整するための装置の構成を説明する
ブロック図である。
【０００６】図示したように，ＰＬＬ回路部１００は，
マイクロコンピューター１４０から入力される制御信号
に応じてサンプリングクロック信号１０１の位相を変換
させて出力する。
【０００７】Ａ／Ｄコンバータ１１０は，上述のＰＬＬ
回路部１００から入力されるサンプリングクロック信号
１０１によってコンピューター本体から入力されるアナ
ログビデオ信号をデジタル信号に変換する。
【０００８】グラフィック制御部１２０は，マイクロコ
ンピューター１４０から入力される制御信号に応じて上
述のＡ／Ｄコンバータ１１０で変換されたデジタル信号
をスケーリングしてディスプレイパネルに映像信号を表
示する。
【０００９】マイクロコンピューター１４０は，使用者
のキー操作によって入力される画面調整信号に応じて上
述のサンプリングクロック信号１０１の位相を変換させ
るための制御信号を出力し，コンピューター本体から入
力されるビデオモードの解像度を認識して全体システム
を制御する。
【００１０】上述の構成を有する液晶ディスプレイの画
面調整装置のマイクロコンピューター１４０は，コンピ
ューター本体（図示せず）から入力される水平同期信号
によって現在ビデオモードの解像度を認識する。
【００１１】そして認識したビデオモードの解像度によ
って，全体システムを制御するための制御信号をＡ／Ｄ
コンバータ１１０とグラフィック制御部１２０に出力す
る。すると，Ａ／Ｄコンバータ１１０は，コンピュータ
ー本体から入力されるアナログビデオ信号を，上述のＰ
ＬＬ回路部１００から入力されるサンプリングクロック
信号１０１によってデジタル信号に変換する。
【００１２】このように変換されたデジタル信号は，グ
ラフィック制御部１２０に入力され，グラフィック制御
部１２０では，マイクロコンピューター１４０から入力
される制御信号に応じて現在ビデオモードの解像度によ
ってディスプレイパネルに映像信号が表示されることが
できるようにスケーリングする。
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【００１３】このとき，Ａ／Ｄコンバータ１１０に入力
されるアナログビデオ信号のソースが変化する場合，ア
ナログビデオ信号とＰＬＬ回路部１００からＡ／Ｄコン
バータ１１０に入力されるサンプリングクロック信号１
０１の位相は正確に合わないので，使用者はディスプレ
イパネルを見ながら画面調整キーを段階的に操作して，
上述のサンプリングクロック信号１０１の位相を変化さ
せ画質を調整する。
【００１４】しかし，上述の従来技術によって画質を調
整する方法は，使用者がディスプレイパネル上に表示さ
れる映像信号を見ながら受動的に画面調整用キーボタン
を操作して画質を調整するため，不便なだけでなく，正
確に調整するのが難しいという問題点がある。
【００１５】また，一般の使用者の場合，サンプリング
クロック信号の位相を調整する機能が正確に分からない
ため，正常に調整することができないという問題点があ
る。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】本発明は，このような
問題点に鑑みてなされたもので，その目的とするところ
は，外部から入力されるアナログビデオ信号をデジタル
信号に変換するとき，利用するサンプリングクロック信
号の最適な周波数及び位相を検出，設定して，最適の画
面状態を維持させる液晶ディスプレイの画面自動調整装
置及びその方法を提供することである。
【００１７】
【課題を解決するための手段】前述した課題を達成する
ために本発明は，外部から入力される制御信号に応じて
サンプリングクロック信号の周波数を変換させて出力す
るＰＬＬ回路手段と，ＰＬＬ回路手段から入力されるサ
ンプリングクロック信号によってコンピューター本体か
ら入力されるアナログビデオ信号をデジタル信号に変換
するＡ／Ｄコンバーティング手段と，外部から入力され
る制御信号に応じてＡ／Ｄコンバーティング手段で変換
されたデジタル信号をスケーリングしてディスプレイパ
ネルに映像信号を表示するグラフィック制御手段と，Ａ
／Ｄコンバーティング手段からビデオ信号が入力され，
その隣接するビデオ信号の差を算出し，算出された値を
加算して第１比較データを生成するデータ生成手段と，
サンプリングクロック信号の周波数を変換させるための
基準データを有し，データ生成手段から入力される第１
比較データを基準データと比較して最大値を検出し，サ
ンプリングクロック信号がそのときの周波数を有するよ
うに制御し，コンピューター本体から入力されるビデオ
モードの解像度を認識して全体システムを制御するマイ
クロコンピューターとを含むことを特徴とする液晶ディ
スプレイの画面自動調整装置である。
【００１８】ここで，マイクロコンピューターは，第１
比較データと基準データを比較して大きい方の値を次の
基準データとして利用する。
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【００１９】また，サンプリングクロック信号の周波数
変換は，ＰＬＬ回路手段のデバイス特性によって異な
る。
【００２０】マイクロコンピューターは，水平同期信号
をレファランス値として設定し，レファランス値にＰＬ
Ｌ回路手段のデバイス特性によって決定される値を乗算
し，その乗算された結果値でＰＬＬ回路手段がサンプリ
ングクロック信号の周波数を変換させるように制御す
る。
【００２１】また，上述の目的を達成するために本発明
は，外部から入力される制御信号に応じてサンプリング
クロック信号の位相を変換させて出力するＰＬＬ回路手
段と，ＰＬＬ回路手段から入力されるサンプリングクロ
ック信号によってコンピューター本体から入力されるア
ナログビデオ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコン
バーティング手段と，外部から入力される制御信号に応
じてＡ／Ｄコンバーティング手段で変換されたデジタル
信号をスケーリングしてディスプレイパネルに映像信号
を表示するグラフィック制御手段と，Ａ／Ｄコンバーテ
ィング手段から入力されるビデオ信号の水平ラインの始
点と終点を検出し，そのときの値を加算して第２比較デ
ータに出力するデータ生成手段と，サンプリングクロッ
ク信号の位相を変換させるための基準データを有し，記
データ生成手段から入力される第２比較データを基準デ
ータと比較して最大値を検出し，サンプリングクロック
信号がそのときの位相を有するように制御し，コンピュ
ーター本体から入力されるビデオモードの解像度を認識
して全体システムを制御するマイクロコンピューターと
を含むことを特徴とする液晶ディスプレイの画面自動調
整装置である。
【００２２】ここで，マイクロコンピューターは，第２
比較データと基準データを比較して大きい方の値を次の
基準データに利用する。
【００２３】サンプリングクロック信号の位相変換は，
ＰＬＬ回路手段のデバイス特性によって異なる。
【００２４】マイクロコンピューターは，サンプリング
クロック信号の可変範囲を３６０゜と設定し，可変範囲
をデバイス特性によって決定されたステップ数に除算
し，その除算結果決定された角度にＰＬＬ回路手段がサ
ンプリングクロック信号の位相を変換させるように制御
する。
【００２５】また，本発明は，外部から入力される制御
信号に応じてサンプリングクロック信号の位相及び周波
数を変換させて出力するＰＬＬ回路手段と，ＰＬＬ回路
手段から入力されるサンプリングクロック信号によって
コンピューター本体から入力されるアナログビデオ信号
をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバーティング手段
と，外部から入力される制御信号に応じてＡ／Ｄコンバ
ーティング手段から変換されたデジタル信号をスケーリ
ングしてディスプレイパネルに映像信号を表示するグラ
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フィック制御手段と，Ａ／Ｄコンバーティング手段から
ビデオ信号が入力されてその隣接するビデオ信号の差を
算出し，算出された値を加算して第１比較データを生成
し，Ａ／Ｄコンバーティング手段から入力されるビデオ
信号の水平ラインの始点と終点を検出してそのときの値
を加算して第２比較データに出力するデータ生成手段
と，サンプリングクロック信号の周波数及び位相を変換
させるための基準データを有し，データ生成手段から入
力される第１，２比較データを各々の基準データと比較
して各々の最大値を検出し，サンプリングクロック信号
がそのときの周波数及び位相を有するように制御し，コ
ンピューター本体から入力されるビデオモードの解像度
を認識して全体システムを制御するマイクロコンピュー
ターとを含むことを特徴とする液晶ディスプレイの画面
自動調整装置である。
【００２６】ここでマイクロコンピューターは，前記第
１，２比較データと前記各々の基準データを比較して大
きい方の値を次の基準データとして利用する。
【００２７】ここでもサンプリングクロック信号の位相
及び周波数変換値は，ＰＬＬ回路手段のデバイス特性に
よって異なる。
【００２８】また，上述した目的を達成するために本発
明は，
（１）メモリに既設定された回数を初期値として設定す
る過程と，
（２）外部から入力されるビデオ信号のうち，その隣接
するビデオ信号の差を算出し，算出された値を加算した
値である比較データが入力される過程と，
（３）比較データが既設定された基準データより大きい
かを判断する過程と，
（４）比較データが基準データより大きい場合，基準デ
ータを比較データで置換して貯蔵し，小さい場合，既設
定された基準データをそのまま貯蔵する過程と，
（５）比較データが入力された回数をカウントする過程
と，
（６）カウントされた回数が設定された回数と同じであ
るかを判断する過程と，
（７）カウントされた回数が設定された回数と同じであ
る場合，基準データを利用してサンプリングクロック信
号を制御し，カウントされた回数が設定された回数未満
の場合，過程（２）から反復する過程からなることを特
徴とする液晶ディスプレイの画面自動調整方法を提供す
る。この過程（６）で設定された回数は，サンプリング
クロック信号を出力する手段の特性によって異なる。ま
た，上述した目的を達成するために本発明は，
（１）メモリに既設定された回数を初期値として設定す
る過程と，
（２）外部から入力されるビデオ信号の水平ラインの始
点と終点を検出して，そのときの値を加算した値である
比較データが入力される過程と，
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（３）比較データが既設定された基準データより大きい
かを判断する過程と，
（４）比較データが基準データより大きい場合，基準デ
ータを比較データで置換して貯蔵し，小さい場合，既設
定された基準データをそのまま貯蔵する過程と，
（５）比較データが入力された回数をカウントする過程
と，
（６）カウントされた回数が設定された回数と同じであ
るかを判断する過程と，
（７）カウントされた回数が設定された回数と同じであ
る場合，基準データを利用してサンプリングクロック信
号を制御し，カウントされた回数が設定された回数未満
の場合，過程（２）から反復する過程からなることを特
徴とする液晶ディスプレイの画面自動調整方法を提供す
る。
【００２９】この過程（６）で設定された回数は，サン
プリングクロック信号を出力する手段の特性によって異
なる。
【００３０】また，過程（２）の比較データは，外部か
ら入力されるビデオ信号のうち，その隣接するビデオ信
号の差を算出し，算出された値を加算した値，あるい
は，外部から入力されるビデオ信号の水平ラインの始点
と終点を検出して，そのときの値を加算した値を用いれ
ばよい。
【００３１】
【発明の実施形態】以下，図面に基づいて，本発明の実
施の形態を詳細に説明する。図１は，本発明の一実施の
形態による液晶ディスプレイの画面状態を自動的に調整
するための装置の構成を説明するためのブロック図であ
る。従来技術と同様の役割を果たすＡ／Ｄコンバータ１
１０，グラフィック制御部１２０に対する説明は省略
し，新しいブロック及び機能が補強されたデータ生成部
１３０，マイクロコンピューター１４０及びＰＬＬ回路
部１００について説明する。
【００３２】ＰＬＬ回路部１００は，マイクロコンピュ
ーター１４０の制御信号１４１に応じてサンプリングク
ロック信号１０１の位相，又は周波数を変換してＡ／Ｄ
コンバータ１１０に出力する。
【００３３】上述のサンプリングクロック信号１０１の
位相変換は，３６０゜可変であるが，このときＰＬＬ回
路部１００のデバイス特性によって可変ステップ数が決
定される。もしＰＬＬ回路部１００のデバイス特性３２
ステップでサンプリングクロック信号１０１の位相を変
換させるとすると，位相差は，約１１．２５゜になる。
【００３４】一方，サンプリングクロック信号１０１の
周波数変換は，前記サンプリングクロック信号１０１の
位相変換と同様にＰＬＬ回路部１００のデバイス特性に
よって異なる。ＰＬＬ回路部１００は，レファランス
（ｒｅｆｅｒａｎｃｅ）としてＨ．Ｓｙｎｃを利用する
が，このときＰＬＬ回路部１００のデバイス値が１００
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に決定されており，１０ＫＨｚのＨ．Ｓｙｎｃが入力さ
れると，サンプリングクロック信号１０１は，１ＭＨｚ
の周波数を有するようになる。
【００３５】データ生成部１３０は，上述のＡ／Ｄコン
バータ１１０でデジタル信号に変換されたビデオ信号１
１１が入力されると水平ラインの隣接する２つのビデオ
信号の差を算出し，その差の結果を加算して第１比較デ
ータ１３１を生成する。
【００３６】一方，データ生成部１３０は，上述のＡ／
Ｄコンバータ１１０でデジタル信号に変換されたビデオ
信号１１１が入力されると水平ラインの始点と終点を検
出し，その検出された始点と終点の値を加算して第２比
較データ１３２を生成する。
【００３７】マイクロコンピューター１４０は，上述の
データ生成部１３０から入力される第１比較データ１３
１，又は第２比較データ１３２を内部メモリに設定され
た基準データと比較して，上述のサンプリングクロック
信号１０１の位相，又は周波数を変換するための制御信
号１４１をＰＬＬ回路部１００に出力する。
【００３８】図２及び図３は，本発明の第１実施形態を
説明するための波形図である。示したように図２は，サ
ンプリングクロック信号の周波数が最適ではない場合を
示し，図３はサンプリングクロック信号の周波数が最適
の場合を示す。各隣接するビデオ信号の差（Ｖｄ０?Ｖ
ｄ３）を算出し，算出した差（Ｖｄ０?Ｖｄ３）を加算
する。図２と図３を比較すれば明かなように，図３の場
合，加算された値が図２の場合より大きいだけではな
く，最大値を得ることができる。
【００３９】それ故，マイクロコンピューター１４０が
上述の最大値を検出できるように，ＰＬＬ回路部１００
から出力されるサンプリングクロック信号１０１の周波
数を変換させるための制御信号１４１を生成してＰＬＬ
回路部１００に出力する。
【００４０】図４及び図５は，画面状態の調整をサンプ
リングクロック信号の位相を変換させて具現しようとす
る場合を説明するための波形図である。示したように図
４は，サンプリングクロック信号の位相が最適ではない
場合を示し，図５は，サンプリングクロック信号の位相
が最適である場合を示す。サンプリングクロック信号１
０１の上昇エッジを用いて，アナログビデオ信号の水平
ラインからビデオ信号の始点Ｖｏｆと終点Ｖｏｌを検出
し，そのときの値を加算する。図４と図５の比較から明
らかなように，図５の場合，加算された値が図４の場合
より大きいだけではなく，最大値を得ることができる。
【００４１】そこでマイクロコンピューター１４０が上
述の最大値を検出できるように，ＰＬＬ回路部１００か
ら出力されるサンプリングクロック信号１０１の位相を
変換させるための制御信号１４１を生成してＰＬＬ回路
部１００に出力する。
【００４２】このように構成された本発明の第一実施形
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態による液晶ディスプレイの画面自動調整装置の動作
を，添付の図面を参照してより詳しく説明する。
【００４３】図６は，本発明の第一実施形態による液晶
ディスプレイの画面状態を調整するための方法を説明す
るためのブロック図である。
【００４４】図１及び図６を参照して，まず本発明の第
１実施形態について説明する。マイクロコンピューター
１４０は，サンプリングクロック信号１０１の周波数を
変化させるためにＰＬＬ回路部１００に制御信号１４１
を出力する回数を貯蔵している内部メモリ（図示せず）
を初期化（Ｓ１１０）する。
【００４５】このメモリには，ＰＬＬ回路部１００の回
路特性によって設定された回数が初期値として設定され
る。
【００４６】それから，マイクロコンピューター１４０
には，データ生成部１３０から第１比較データ１３１が
入力される。そして第１比較データ１３１が内部メモリ
に設定された基準データより大きいかを判断（Ｓ１３
０）する。
【００４７】ここで，第１比較データ１３１が基準デー
タより大きい場合，内部メモリに設定された基準データ
を第１比較データ１３１で置換（Ｓ１４０）する。又，
マイクロコンピューター１４０は，内部に備えたカウン
タ（図示せず）を利用してカウント（Ｓ１５０）する。
【００４８】そして，初期のとき，内部メモリに設定さ
れた回数と上述のカウント回数が同じであるかを判断
（Ｓ１６０）する。
【００４９】上述の過程（Ｓ１６０）の判断結果，設定
された回数とカウント回数が同じである場合，現在内部
メモリに貯蔵された基準データが最大値と判定し，マイ
クロコンピューター１４０は，前述のサンプリングクロ
ック信号１０１がこのときの周波数に出力されることが
できるように制御信号１４１を生成してＰＬＬ回路部１
００に出力する。
【００５０】このとき，前述の第１比較データ１３１
は，図２及び図３によって説明したＡ／Ｄコンバータ１
１０から出力されるビデオ信号１１１の水平ラインで隣
接する２つのビデオ信号の差を加算した値である。
【００５１】一方，本発明の第２実施形態は，第１実施
形態において，第１比較データ１３１をＡ／Ｄコンバー
タ１１０から出力されるビデオ信号１１１の水平ライン
で始点と終点の値を加算した値である第２比較データ１
３２で代替する。それによりマイクロコンピューター１
４０の内部メモリに設定される基準データを変更した状
態で，図６の順序のように実行してＰＬＬ回路部１００
から出力されるサンプリングクロック信号１０１の位相
を変化させ，変化される位相から最適のサンプリングク
ロック信号１０１の位相を探そうとするものである。サ
ンプリングクロック信号１０１の最適の周波数を有する
第１実施形態と周波数という要素を位相という要素に変
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更させて同様の過程を行なうものであるから，その詳細
な説明は省略する。
【００５２】本発明の第３実施形態は，第１実施形態に
適用された第１比較データ１３１及び第２実施形態に適
用された第２比較データ１３２を同時に受容して，ＰＬ
Ｌ回路部１００から出力されるサンプリングクロック信
号１０１の周波数及び位相を変化させ，変化される周波
数及び位相でサンプリングクロック信号１０１が最適の
周波数及び位相を探そうとするものである。第１実施形
態と第２実施形態で各々選択された周波数と位相という
要素を全部利用して同様の過程を行なうものであるか
ら，その詳細な説明は省略する。
【００５３】以上，添付図面を参照しながら本発明にか
かる?（発明の名称）の好適な実施形態について説明し
たが，本発明はかかる例に限定されない。当業者であれ
ば，特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内に
おいて各種の変更例または修正例に想到し得ることは明
らかでありそれについても当然に本発明の技術的範囲に
属するものと了解される。
【００５４】
【発明の効果】以上，詳細に説明したように本発明によ
れば，外部から入力されるアナログビデオ信号をデジタ
ル信号に変換するとき，利用するサンプリングクロック
信号の最適な周波数及び位相を検出，設定して，最適の
画面状態を維持させる液晶ディスプレイの画面自動調整
装置及びその方法を提供することができる。
【００５５】また，使用者がディスプレイパネルを見な*
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*がら，直接キー操作をして画質状態を調整することを自
動に具現することにおいて，使用者の便利性を増大させ
たという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の一実施形態による液晶ディスプレイ
の画面状態を自動的に調整するための装置の構成を説明
するブロック図である。
【図２】  本発明の第１実施形態を説明するための波形
図である。
【図３】  本発明の第１実施形態を説明するための波形
図である。
【図４】  本発明の第２実施形態を説明するための波形
図である。
【図５】  本発明の第２実施形態を説明するための波形
図である。
【図６】  本発明の一実施形態による液晶ディスプレイ
の画面状態を調整するための方法を説明するための動作
フローチャートである。
【図７】  従来技術による液晶ディスプレイの画面状態
を調整するための装置の構成を説明するためのブロック
図である。
【符号の説明】
１００：ＰＬＬ回路部
１１０：Ａ／Ｄコンバータ
１２０：グラフィック制御部
１３０：データ生成部
１４０：マイクロコンピューター

【図１】

【図２】 【図３】
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摘要(译)

要解决的问题：通过检测和设置在将外部输入的模拟视频信号转换为数
字信号时使用的采样时钟信号的最佳频率和相位，使可维持的最佳屏幕
条件。解决方案：当要将模拟视频信号转换为数字信号时，微计算机140
输出控制信号141以改变采样时钟信号101的频率或相位。将从A / D转换
器110输出的视频信号111与参考数据进行比较。存储在内部存储器中以
检测最大值，以便优化信号101。
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